
下図は、創業計画書右上部分の拡大図です。まず➊と➋は等しくなければなりません。次に［2-1］+［2-2］+［2-3］+［2-
4］=➋になるように［2-2］,［2-3］,［2-4］を入力します。必要なら借入先や借り入れ条件などを記入してください。以上で、
右側の下部は、既に記入していますので、以上で右側のﾍﾟｰｼﾞは完成です。

創業計画書の解説3(記入のﾎﾟｲﾝﾄ1)

1．創業計画書の全体

創業計画書は下図のようなA3横長の書類です。お送りしたものは、A42ﾍﾟｰｼﾞでも印刷できます。　ﾌﾞﾙｰの透
明部分は当ｻｰﾋﾞｽでおつくりした事業計画書の数値と関わりのある部分ですので、最初から完成していま
す。ｸﾞﾘｰﾝの透明部分は、当ｻｰﾋﾞｽで入力済みですが、変更していただける部分。赤の部分は公庫以外に利
用される際に、消すか、変更したほうが良いと思われる部分です。

2.右ﾍﾟｰｼﾞを完成させる。
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公庫以外に退出の場合は、変更・削除する。


